
北大時報  No.834／令和5年（2023年）9月 39

部局ニュース

　スラブ・ユーラシア研究センター
は、8月24日（木）～25日（金）に、
JCREES（日本ロシア・東欧研究連絡
協議会）との共催で「スラブ・ユーラ
シア研究サマースクール」を開催しま
した。スラブ・ユーラシア地域の研究
を志す学生を増やし、学生が学際的な
研究を行えるよう支援・奨励すること
を目的としています。
　財源としては、JCREESの資金に加
えて、百瀬　宏氏（津田塾大学・広島
市立大学名誉教授、1969年～1971年ス
ラブ・ユーラシア研究センターの前身
である法学部附属スラブ研究施設長）
から本センターへの寄附を利用して行
われました。百瀬氏からのご寄附は
2020年に寄せられたもので、本センタ
ーでは「百瀬基金」を設立し、若手研
究者を支援する百瀬フェローシップな
どに活用しています。なお、JCREES

は、ロシア・東欧学会、日本ロシア文
学会、ロシア史研究会、比較経済体制
学会、日本スラヴ学研究会の5学会で
構成される組織で、本センターが事務
局を務めています。
　本サマースクールの参加学生は、全
国の大学から公募で選ばれた21名で、
内訳は学部3～4年生が11名、修士課程
院生が6名、博士課程院生が4名でし
た。本サマースクールははじめて全面
対面で実施されました。
　サマースクールでは、JCREESを構
成する5学会から各1名の講師が派遣さ
れ、これに本センターの特任助教1名
を加えた計6名の講師がスラブ・ユー
ラシア地域に関わる文学、文化人類
学、デザイン学、考古学、経済学、歴
史学の観点から講義を行いました。　
　また、学生同士の交流や講師・教員
との交流を目的に、学生1人1人が研究

発表を行いました。講義や発表では、
学生から多くの質問があり、活発な意
見交換が行われました。一部の院生
は、滞在を延長してスラブ・ユーラシ
ア地域研究の蔵書が充実している附属
図書館と本センター図書室で資料収集
を行いました。
　参加学生は自分の専門以外の講義を
受けたり、自分の研究分野に近い講
師・教員からコメントを得たりして、
コロナ禍後の札幌で有意義な時間を過
ごしたように見受けられました。ま
た、同世代の学生との交流からも大き
な刺激を受けたようでした。
　このようなサマースクールは一昨
年、昨年に続いて3回目となりまし
た。来年以降の継続も検討していく予
定です。

（スラブ・ユーラシア研究センター）

スラブ・ユーラシア研究センターがサマースクールを開催

参加学生による発表本センター村上智見特任助教による講義

　8月17日（木）、大学文書館では、吉
﨑十七（元予科教授、文学部助手）及
び原田正由（農学部畜産学科1956年卒
業）の旧蔵資料を合計31点、吉田聖子
様よりご寄贈いただきました。吉﨑十
七は吉田様の大伯父にあたり、原田正
由はご尊父です。
　吉﨑十七は、1922（大正11）年から
1950（昭和25）年3月まで、北海道帝
国大学及び北海道大学（旧制）が付設
した予科において、ドイツ語の講師・
教授として教鞭をとりました。その
後、文学部に籍を置き、一般教養部
（1957年教養部と改称）のドイツ語科
目の講義を担当し、1959年3月に退職
しました。

　今回、ご寄贈いただいた吉﨑十七の
旧蔵資料は、出身校の小樽中学校での
卒業証書や作文帳、勤務先の予科での
生徒や同僚との写真のほか、永年勤続
の表彰状や勲記などです。
　予科教室の前で予科の同僚と共に
1930～1940年代に撮影された写真に
は、ドイツ語を担当した東　新教授
（1923～1944年在職）や、H.ヘッカー
（Hermann Hecker、1930～1965年在
職）の姿が確認できます。
　一方、原田正由は、北海道函館東高
等学校を卒業後、1952年に本学に入学
し、一般教養部（理類）を経て、農学
部畜産学科を1956年に卒業しました。
　今回、ご寄贈いただいた原田正由の

旧蔵資料は、受験証票、入学許可書、
学業成績表、卒業証書、写真アルバム
などです。
　写真アルバムには、大学構内風景、
牧場での実習などの写真が貼付されて
います。入学直後の1952年4月に撮影
した写真では、農学部本館を背景に、
ポプラ並木を散策する角帽・学生服姿
の原田正由が写っています。
　今後、ご寄贈いただいた資料は、大
学文書館において大切に保管し、展示
や利用等を通じて広く紹介して参りま
す。

（大学文書館）

吉﨑十七・原田正由旧蔵資料を大学文書館で受贈

ポプラ並木を散策する原田正由予科の教官たち（1930～1940年代）
吉﨑十七（後列左端）、H.ヘッカー（後列左2番目）、東新（前列左端）




